
◎
千
葉
公
園

昨
年
は
自
粛
。
今
年
も
自
粛
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
稲

毛
か
ら
便
の
い
い
千
葉
公
園
が

大
好
き
で
す
。
立
ち
止
ま
ら
ず

歩
き
な
が
ら
な
ら
今
年
も
行
け

そ
う
か
な
ぁ
。
穴
川
中
央
公
園

も
い
い
か
も
（
小
中
台
・
小
田
由

博
）
。東
京
か
ら
越
し
て
来
て
、

2回
目
の
桜
の
シ
ー
ズ
ン
。
昨

年
は
千
葉
公
園
に
初
め
て
行

き
、
池
の
周
り
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
に
感
動

!
!今

年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
も
あ
る
の
で
自
転
車
で
穴

川
公
園
で
の
散
策
を
予
定
し
て

い
ま
す（
小
中
台
・
小
田
昭
子
）。

近
く
で
と
て
も
桜
が
き
れ
い
な

場
所
で
す（
幸
町
・
松
山
純
子
）。

千
葉
公
園
を
散
歩
し
な
が
ら
見

る
桜

!（
小
仲
台
・
服
部
明
日

美
）
。
歩
い
て

15分
の
千
葉
公

園
で
す（
東
千
葉
・
高
木
一
也
）。

千
葉
公
園
が
花
見
エ
リ
ア
で
す

（
天
台
・
山
本
富
子
）
（
黒
砂

台
・
中
村
博
之
）
。
千
葉
公
園

の
桜
が
私
の
お
気
に
入
り
で

す
。
お
花
見
を
し
な
が
ら
池
の

周
り
を
散
歩
す
る
の
が
好
き
で

す
（
貝
塚
・
匿
名
）
。花
壇
も
春

の
お
花
が
見
事
に
咲
い
て
い
て

桜
と
花
壇
、
両
方
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す（
み
つ
わ
台
・
み
つ

わ
プ
リ
ン
）
（
東
千
葉
・
佐
久
間

亮
）
。

◎
青
葉
の
森
公
園

青
葉
の
森
公
園
の
桜
で
す
。
桜

の
樹
も
多
い
。
幹
も
太
く
一
斉

に
咲
き
、
満
開
に
な
る
頃
は
見

事
で
あ
る（
浜
野
・
柳
澤
範
光
）。

私
の
お
気
に
入
り
の
お
花
見
ス

ポ
ッ
ト
は
青
葉
の
森
公
園
で

す
。

1周

2
kmの

コ
ー
ス
を
お

花
見
を
兼
ね
て
ゆ
っ
く
り
ジ
ョ

ギ
ン
グ
す
る
の
が
大
好
き
で
す

（
貝
塚
・
佐
藤
宏
樹
）
（
真
砂
・

中
村
春
雄
）
（
小
仲
台
・
尾
沼
亜

梨
沙
）
。

◎
亥
鼻
公
園

近
場
で
は
亥
鼻
公
園
（
真
砂
・
中

村
春
雄
）
。千
葉
城
の
桜
ま
つ
り

が
お
気
に
入
り
で
す
（
西
都
賀
・

小
林
正
和
）
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
桜
。
気

楽
に
ふ
ら
り
と
行
け
る
の
が
い

い
（
あ
や
め
台
・
藤
原
健
次
）
。

◎
花
見
川
千
本
桜
緑
地

（
幕
張
・
志
村
豊
）
（
磯
辺
・
上

林
昭
一
）
。

◎
花
見
川
団
地

花
見
川
団
地
内
の
サ
ク
ラ
は
き

れ
い
で
す
（
花
見
川
・
相
馬
英

治
）
。

◎
花
見
川
し
ら
さ
ぎ
公

園（
幕
張
・
志
村
泰
）
。

◎
花
見
川
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
（
幕
張
・
瑞
穂

周
辺
）

散
歩
が
て
ら
に
花
見
川
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
桜
並
木
が
き
れ

い
で
す
（
宮
野
木
台
・
田
中
友

子
）
（
幕
張
・
志
村
幸
江
）
。自

転
車
で
お
天
気
の
良
い
日
は
最

高

!
!（

匿
名
）
。

◎
花
島
公
園

花
見
川
区
の
花
島
公
園
で
す
。

近
く
て
散
策
に
適
し
て
い
ま

す
。
毎
年
花
見
を
し
て
い
ま
す

（
六
方
・
泉
谷
正
誼
）
。近
所
の

花
島
公
園
が
お
気
に
入
り
の
お

花
見
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
都
内
に

は
沢
山
の
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト

や
名
所
が
あ
り
ま
す
が
、
近
場

で
素
敵
な
場
所
も
色
々
あ
り

ま
す
。
団
地
内
の
桜
も
見
て
歩

く
と
と
て
も
キ
レ
イ
で
す
（
花

見
川
・
西
村
亜
希
子
）
。
花
島

公
園
と
千
葉
公
園
が
ス
テ
キ

で
す
。
青
葉
の
森
公
園
も
す
ば

ら
し
い
で
す
（
柏
台
・
金
乗

柱
）
。
私
の
お
花
見
の
お
気
に

入
り
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
広
い
公

園
に
色
々
な
桜
が
咲
き
、
歩
き

回
る
だ
け
で
も
良
い
運
動
に

な
り
ま
す
。
毎
年
家
族
で
訪
れ

る
の
が
楽
し
み
で
す
（
作
新
台

・
長
谷
川
康
子
）
。
花
島
公
園

の
さ
く
ら
。
お
花
見
広
場
（
作

新
台
・
宍
倉
純
子
）
（
花
見
川

・
長
谷
恵
喜
）
。
家
の
近
く
の

花
島
公
園
が
花
見
に
良
い
で

す
（
花
見
川
・
儀
藤
晴
夫
）
。

◎
マ
リ
ン
ピ
ア
周
辺

マ
リ
ン
ピ
ア
周
辺
の
河
津
桜

は

2月
中
旬
頃
か
ら
咲
き
始

め
、
観
て
い
る
と
心
が
癒
さ
れ

ま
す
（
高
浜
・
赤
木
健
秀
）（
高

洲
・
大
内
健
司
）
。

◎
稲
毛
海
岸
稲
岸
公
園

（
通
称
・
汽
車
ぽ
っ
ぽ
公

園
）

汽
車
ぽ
っ
ぽ
公
園
で
毎
年
花

見
を
し
て
い
ま
す
（
高
洲
・
横

谷
百
合
子
）
。

◎
稲
毛
公
園

稲
毛
公
園
と
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
周

辺
（
高
洲
・
鈴
木
隆
）
。

◎
稲
岸
公
園

近
場
で
稲
岸
公
園
に
行
き
ま

す
。
団
地
内
で
も
あ
ち
ら
こ
ち

ら
見
事
に
咲
か
せ
て
く
れ
る

桜
。
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す（
高

洲
・
大
井
久
子
）
。

◎
稲
毛
海
岸

4丁
目

近
場
で
稲
毛
海
岸

4丁
目
ト
ヨ

タ
自
動
車
入
口
両
サ
イ
ド
の
遊

歩
道
で
も
桜
と
社
屋
の
共
演
も

楽
し
め
ま
す
。
今
年
は
い
つ
も

以
上
に
桜
の
パ
ワ
ー
に
あ
や
か

り
た
い
（
稲
毛
海
岸
・
長
堀
幸

子
）
。

◎
京
成
稲
毛
駅
線
路
沿

い京
成
稲
毛
駅
ま
で
坂
を
下
り
て

行
く
線
路
脇
（

J
R稲

毛
駅
西

口
側
）。毎

年
と
て
も
き
れ
い
に

咲
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
密
に
な
ら
ず
ゆ
っ
く
り
見
物

が
で
き
る
事
と
思
い
ま
す
（
高

洲
・
福
原
千
代
子
）
。

◎
こ
じ
ま
公
園
通
り

歩
道
が
広
い
の
で
自
転
車
で
も

歩
い
て
も
良
い
と
思
い
ま
す

（
幸
町
・
髙
坂
尊
義
）
。

◎
高
洲

2・

3丁
目
第

2団
地

（
高
洲
・
鈴
木
隆
）
。
高
洲
集

合
住
宅
間
の
歩
行
者
通
路
（
高

洲
・
吉
沢
徳
成
）
。

◎
高
洲
公
園

（
高
洲
・
永
松
和
子
）
。

◎
磯
辺
公
園

3月
末
に
は
磯
辺
公
園
か
ら
磯

辺
高
校
へ
向
か
う
桜
並
木
が
お

す
す
め
（
高
洲
・
大
内
健
司
）
。

◎
動
物
公
園

私
の
お
気
に
入
り
の
お
花
見
ス

ポ
ッ
ト
は
動
物
公
園
の
駐
車
場

に
咲
く
桜
で
す
。
友
人
の
家
の

近
く
で
今
年
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
（
高
洲
・
鞍
橋
環
）。千

葉
市
動
物
公
園
内
の
家
畜
ゾ
ー

ン
に
数
本
植
え
ら
れ
て
い
た

『
紅
し
だ
れ
桜
』
が
大
の
お
気

に
入
り
で
し
た
。
し
か
し
こ
の

『
紅
し
だ
れ
桜
』
は
ラ
イ
オ
ン

舎
の
新
設
に
伴
い
切
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
も
う
愛
で
る
事

は
出
来
ま
せ
ん
。
痛
恨
の
極
み

で
す（
千
城
台
北
・
小
室
茂
雄
）。

◎
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
園

生

U
Rの

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
園
生

の
サ
ク
ラ（
園
生
・
丸
山
宗
男
）。

◎
稲
毛
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス

前稲
毛
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
前
の
桜
並

木
（
小
中
台
・
大
原
奈
津
江
）。

稲
毛
区
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
前
。
草

野
排
水
路
の
両
側
に
桜
並
木
が

あ
り
、
見
頃
に
な
る
と
お
花
見

ス
ポ
ッ
ト
で
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
す
（
小
仲
台
・
森
田
一
雄
）
。

◎
稲
毛
フ
ァ
ミ
ー
ル
ハ

イ
ツ

稲
毛
フ
ァ
ミ
ー
ル
ハ
イ
ツ
内
の

「
桜
公
園
」
。京
成
バ
ス
の「
フ

ァ
ミ
ー
ル
折
り
返
し
場
」
そ
ば

に
あ
り
、
規
模
は
小
さ
い
の
で

す
が
満
開
時
は
見
事
で
す
（
柏

台
・
溝
上
芳
史
）
。

◎
新
検
見
川
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト

新
検
見
川
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

の
長
～
い
桜
並
木
は
と
て
も
き

れ
い
で
す（
宮
野
木
台
・
能
勢
恵

美
子
）
（
高
洲
・
椙
村
慎
子
）。

◎
み
つ
わ
台
桜
通
り

（
宮
野
木
・
鈴
木
当
子
）
。
近

場
は
み
つ
わ
台
の
道
路
脇
。
遠

方
は
清
水
公
園
（
小
仲
台
・
富

永
政
美
）。み

つ
わ
台
駅
周
辺
の

桜
は
キ
レ
イ
で
す
ね

!残
念
な

の
は
コ
ロ
ナ
で
桜
ま
つ
り
が
行

わ
れ
な
い
事
で
す（
み
つ
わ
台
・

吉
川
洋
）
。

◎
海
浜
幕
張
ホ
テ
ル
ス

プ
リ
ン
グ
ス

近
場
の
海
浜
幕
張
ホ
テ
ル
ス
プ

リ
ン
グ
ス
の
河
津
桜（
打
瀬
・
播

摩
公
一
）
。

◎
習
志
野
市
の
さ
く
ら

広
場

習
志
野
市
の
さ
く
ら
広
場
で

す
。
桜
の
下
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
な
ど
の
花
が
咲
い
て
い
て
、

と
て
も
和
み
ま
す
（
打
瀬
・
松
原

保
司
）
（
高
浜
・
住
村
直
希
）。

①
新
習
志
野
と
イ
オ
ン
モ
ー
ル

の
間
に
あ
る
桜
公
園
②
千
葉
城

の
夜
桜
③
千
葉
公
園
④
千
葉
商

業
高
校
へ
向
か
う
途
中
の
桜
並

木
（
高
洲
・
丸
井
佐
智
枝
）
。

幕
張
新
都
心
の
イ
オ
ン
進
行
方

向
新
習
志
野
よ
り「
桜
の
名
所
」

が
あ
り
ま
す
（
高
洲
・
髙
橋
幸

子
）
（
宮
野
木
・
鈴
木
当
子
）。

◎
平
和
公
園

平
和
公
園
に
行
き
ま
す
。
大
き

い
広
場
が
い
く
つ
も
あ
り
、
道

の
両
側
に
は
桜
の
木
が
び
っ
し

り
と
並
び
風
が
吹
く
と
花
び
ら

が
散
る
様
子
が
と
っ
て
も
き
れ

い
で
大
好
き
で
す
。
自
転
車
を

借
り
て
泉
公
園
ま
で
サ
イ
ク
リ

ン
グ
が
出
来
て

1日
遊
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
す
（
六
方
・
阿
部
ち

い
）
。

◎
泉
自
然
公
園

（
み
つ
わ
台
・
ぼ
く
ち
ゃ
ん
）

（
真
砂
・
中
村
春
雄
）
。
千
葉

市
若
葉
区
泉
自
然
公
園
は
さ
く

ら
百
選
に
選
ば
れ
、

7月
中
旬

に
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
の
キ
ツ
ネ

ノ
カ
ミ
ソ
リ
の
群
落
が
見
ら

れ
、
秋
は
紅
葉
と
多
く
の
人
の

に
ぎ
わ
い
が
あ
り
ま
す
。
広
大

な
谷
津
を
渡
り
、
野
呂
不
動
尊

ま
で
足
を
の
ば
す
の
も
よ
い
で

し
ょ
う（
東
千
葉
・
会
沢
福
子
）。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
密
を
避
け
て
花

見
を
満
喫
で
き
る
花
見
ス
ポ
ッ

ト
は
泉
自
然
公
園
と
青
葉
の
森

公
園
で
す
。
毎
年
家
族
で
散
歩

が
て
ら
行
っ
て
ま
す
（
千
城
台

南
・
豊
田
京
子
）
。

◎
佐
倉
城
址
公
園

佐
倉
歴
史
博
物
館
の
広
大
な
敷

地
に
咲
く
桜
で
す
。
そ
の
時
孫

が
迷
子
に
な
り
、
花
見
ど
こ
ろ

で
は
な
い
。
青
く
な
っ
て
探
し

ま
わ
っ
た
事
思
い
出
し
ま
す

（
千
城
台
東
・
佐
藤
礼
子
）
佐

倉
市
の
国
立
歴
史
博
物
館
近
辺

が
と
て
も
き
れ
い
で
気
に
入
っ

て
い
ま
す
（
神
明
・
加
藤
美
代

子
）
（
花
見
川
・
三
橋
寿
子
）。

◎
佐
久
間
ダ
ム
湖
親
水

公
園

（
幸
町
・
渡
部
誠
）
。

◎
印
西
小
林
牧
場

（
花
見
川
・
三
橋
寿
子
）
。

◎
近
所
の
公
園

例
年
な
ら
出
店
も
あ
る
千
葉
公

園
で
す
が
、
今
年
は
人
出
が
無

い
近
所
の
公
園
（
打
瀬
の
花
見

川
緑
地
あ
た
り
）（
真
砂
・
八
木

稔
）
。
若
い
頃
は
花
見
は
車
、

電
車
で
名
前
の
通
っ
た
遠
い
所

に
行
っ
て
ま
し
た
が
、
年
令
と

共
に
近
場
で
も
充
分
楽
し
め
る

近
所
の
公
園
（
河
津
桜
は
も
う

終
わ
り
）
こ
れ
か
ら
は
団
地
の

中
に
も
そ
め
い
よ
し
の
の
見
事

な
大
木
の
桜
が
楽
し
め
ま
す
。

今
か
ら
待
ち
遠
し
い
で
す
（
高

洲
・
横
山
由
美
子
）
。
身
近
な

公
園
の
花
見
も
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
見
た
千

葉
公
園
や
千
葉
城
の
桜
も
と
て

も
き
れ
い
で
し
た（
稲
毛
東
・
鎗

目
ト
ク
子
）
。

◎
真
間
川
沿
い

市
川
市
の
真
間
川
で
す
。
真
間

川
沿
い
の
桜
並
木
が
と
っ
て
も

キ
レ
イ
で
す（
花
見
川
・
斎
藤
俊

江
）
。

◎
井
の
頭
公
園

私
の
お
気
に
入
り
の
花
見
ス
ポ

ッ
ト
は
井
の
頭
公
園
で
す
。
以

前
は
三
鷹
に
住
ん
で
お
り
、
い

つ
も
公
園
で
散
歩
し
た
り
、
と

て
も
懐
か
し
い
で
す
（
小
仲
台
・

山
内
富
士
子
）
。

◎
千
鳥
ヶ
淵

千
鳥
ヶ
淵
の
桜
は
絶
景
で
す

（
高
洲
・
一
ノ
瀬
明
訓
）
。
①

千
鳥
ヶ
淵
の
桜
②
靖
国
神
社
の

桜
③
目
黒
川
の
両
岸
の
桜
（
高

洲
・
宇
都
宮
亮
）
。

◎
目
黒
川
の
桜

目
黒
川
の
桜
と
幸
手
堤
の
桜

（
磯
辺
・
宮
崎
五
六
子
）
。

◎
鎌
倉

神
社
や
お
寺
、
小
路
な
ど
海
と

桜
が
素
敵
な
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
で
癒
さ
れ
ま
す
（
打
瀬
・
匿

名
）
。

◎
展
勝
地

岩
手
県
の
展
勝
地
（
地
名
）
の

桜
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
主
人

の
実
家
の
あ
る
花
巻
市
の
近
く

に
あ
り
、
ま
だ

3回
し
か
行
っ

た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
が
と
に
か

く
美
し
い
で
す
（
小
仲
台
・
平
賀

桃
子
）
。

◎
熊
本
阿
曽
「
一
心
行

大
桜
」

昨
年
九
州
の
方
か
ら
転
居
し
て

来
た
ば
か
り
な
の
で
近
県
の
桜

に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、
お

薦
め
し
た
い
の
は
熊
本
県
阿
蘇

「
一
心
行
大
桜
」
で
す
。

1本
の

桜
が
見
事
に
咲
い
て
菜
の
花
と

マ
ッ
チ
し
て
き
れ
い
で
す

!
!

（
匿
名
）
。

◎
弘
前
城
公
園

青
森
県
の
弘
前
城
公
園
の
し
だ

れ
桜
が
な
ん
と
も
言
え
な
い
位

き
れ
い
で
し
た
。
羊
山
公
園
の

近
く
の
小
さ
な
公
園
の
枝
垂
桜

が
と
て
も
ス
バ
ラ
シ
か
っ
た
で

す
（
あ
や
め
台
・
本
間
京
子
）
。

◎
そ
の
他

お
気
に
入
り
の
お
花
見
ス
ポ
ッ

ト
は
我
が
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
で

す
。
団
地
の
裏
に
は

10本
以
上

の
桜
が
咲
き
、

3階
の
ベ
ラ
ン

ダ
か
ら
一
面
の
桜
が
見
れ
ま

す
。

1人
ゆ
っ
く
り
お
花
見
出

来
ま
す
（
高
洲
・
匿
名
）。毎

日
、

朝
歩
く
道
な
り
に
桜
の
木
が
並

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
の

が
楽
し
み
で
す
。
コ
ロ
ナ
で
心

が
沈
ん
で
い
る

?所
、
桜
が
咲

い
た
ら
心
も
明
る
く
な
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
（
花
見
川
・
山
下

英
子
）。自

宅
の
隣
り
の
公
園
の

サ
ク
ラ（
作
新
台
・
福
本
み
よ
）。

我
が
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
見
え

る
桜
並
木
（
小
仲
台
・
高
木
雅

美
）
。リ
ビ
ン
グ
の
窓
か
ら
見
え

る
桜
を
見
る
の
が
毎
年
の
楽
し

み
で
す
。
子
供
の
成
長
と
共
に

歩
む
桜
の
木
。
今
年
も
ゆ
っ
く

り
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す

（
花
見
川
・
山
浦
瑞
穂
）。住

ん

で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
周
り
に

沢
山
桜
の
木
が
あ
り
ま
す
の
で

特
に
場
所
を
定
め
て
お
花
見
に

行
く
と
言
う
事
は
な
い
の
で
す

が
、
こ
の
時
期
散
歩
の
度
に
咲

き
乱
れ
る
桜
を
観
ら
れ
る
の
は

あ
り
が
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
の

花
見
ス
ポ
ッ
ト
を
伺
え
ば
新
し

い
発
見
が
楽
し
み
で
す
ね
（
小

仲
台
・
田
渕
良
子
）
。

　
以
上
。
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今
月のア

ン
ケ
ー

トテ
ー
マ「

お
気

に
入

りの
お

花
見

ス
ポ

ッ
ト
」

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
不
要
不
急
の
外
出
は
ま
だ
控
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
前
の
よ
う
に
桜
の
下
に
集
ま
っ
て
、
お
酒
を
飲
ん
だ
り
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た

り
、
に
ぎ
や
か
な
お
花
見
は
今
年
も
で
き
ま
せ
ん
が
、お
散
歩
を
し
な
が
ら
桜
を
楽
し
ん
で
い
る
方

も
多
い
よ
う
で
す
。
自
転
車
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、運
動
し
な
が
ら
美
し
い
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
も
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
で
す
よ
ね
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、桜
の
有
名
ど
こ
ろ
か
ら
穴

場
ま
で
、
千
葉
に
も
た
く
さ
ん
の
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

千
葉

公
園

・
青

葉
の

森
公

園
・
花

島
公

園

男
女
平
等

　
政
治
家
は
口
と
腹
と
同
じ
こ

と
を
言
う
こ
と
と
金
で
一
生
を

失
う
人
が
い
る
が
気
を
つ
け
て

い
て
も
飲
酒
時
や
ス
ト
レ
ス
や

欲
に
目
が
眩
ん
だ
時
に
負
け
て

し
ま
う
。

　
河
井
氏
も
実
刑
と
な
り
議
員

辞
職
に
追
い
込
ま
れ
金
で
失
敗

し
た
。今
回
森
氏
も
女
性
が
た
く

さ
ん
入
っ
て
い
る
理
事
会
は
時

間
が
か
か
る
と
の
失
言
で
国
際

的
な
大
問
題
に
発
展
し
た
が
、読

売
新
聞
に
女
性
達
が
食
事
が
終

わ
っ
て
も
夢
中
で
話
を
し
て
い

る
と
店
長
か
ら
注
意
さ
れ
反
省

し
た
と
あ
っ
た
が
、 女
性
は
話
し

好
き
で
私
の
家
の
近
所
で
も
長

い
間
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る

が
男
性
は
見
た
こ
と
が
な
い
が
、

私
は
女
性
を
蔑
視
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
な
い
。

　
男
は
だ
ま
っ
て
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
で
あ
る
。
私
も
市
長
と
話
し

合
い
の
時
２
分
と
制
限
が
あ
っ

た
が
制
限
時
間
を
作
れ
ば
と
思

う
。

　
森
氏
も
腹
の
中
は
不
明
だ
が

謝
罪
し
て
お
り
水
に
流
し
て
と

思
う
。
小
池
氏
は
困
惑
と
表
現
に

と
ど
め
た
が
厳
し
い
世
論
を
見

て
批
判
を
し
た
ほ
う
が
得
だ
と

判
断
し
、
絶
句
し
あ
っ
て
は
い
か

ん
と
か
じ
を
切
っ
た
が
政
権
に

体
力
あ
る
時
は
す
り
寄
り
弱
る

と
攻
撃
し
て
世
渡
り
が
二
手
で

あ
る
。

　
森
氏
が
発
言
し
た
際
出
席
者

か
ら
異
論
が
出
ず
、
安
倍
氏
も
森

擁
護
で
関
係
者
も
大
き
な
問
題

に
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
Ｉ
Ｏ

Ｃ
も
森
氏
の
謝
罪
で
終
結
し
た

と
言
っ
て
い
た
が
、
海
外
か
ら
の

批
判
が
あ
い
次
ぎ
誓
約
に
反
す

る
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。

　
森
氏
が
川
淵
氏
を
後
任
に
指

定
し
た
が
菅
氏
が
待
っ
た
を
か

け
た
の
で
、首
相
周
辺
は
首
相
の

意
を
汲
ん
で
組
織
委
に
後
任
は

女
性
が
望
ま
し
い
と
伝
え
橋
本

氏
に
な
り
後
任
は
女
性
だ
が
こ

れ
は
問
題
に
な
ら
な
い
の
か
。

　
菅
氏
が
議
会
で
女
性
議
員
か

ら
総
理
を
止
め
た
方
が
よ
い
と

言
う
よ
う
な
発
言
を
受
け
失
礼

だ
と
怒
っ
て
い
た
テ
レ
ビ
を
見

た
が
、こ
れ
は
男
性
だ
っ
た
ら
問

題
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
私
の
若
い
頃
は
男
尊
女
卑
で

地
震
雷
火
事
お
や
じ
、
お
じ
い
さ

ん
は
山
へ
芝
刈
り
に
お
ば
あ
さ

ん
は
川
へ
洗
濯
に
と
修
身
で
教

育
さ
れ
、
私
の
家
庭
で
も
妻
は
私

に
従
っ
て
い
る
。戦
時
中
煙
草
の

配
給
は
男
性
だ
け
で
三
つ
子
の

魂
百
ま
で
も
と
共
稼
ぎ
も
な
く

赤
紙
一
枚
で
戦
争
に
か
り
出
さ

れ
た
。
昭
和
２ ３
年
に
車
の
免
許
、

２ ５
年
に
大
学
に
入
学
し
た
が
女

性
は
皆
無
だ
っ
た
。

　
事
務
所
の
移
転
の
時
女
性
は

荷
物
を
箱
に
入
れ
茶
を
出
し
、
男

は
荷
物
を
担
い
で
運
ん
だ
。
野

球
、
相
撲
、
サ
ッ
　
カ
ー
、
ラ
ク

ビ
ー
、
大
工
、
ペ
ン
キ
屋
な
ど
は

男
性
で
地
球
上
に
は
一
夫
多
妻

の
国
も
あ
る
。

　
同
じ
こ
と
を
す
る
こ
と
が
男

女
平
等
で
日
本
の
男
性
優
位
の

社
会
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
き
て
い

な
い
の
で
、
長
い
国
の
習
慣
を
急

に
か
え
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら

事
を
荒
立
て
る
こ
と
な
く
め
く

じ
ら
を
立
て
ず
心
を
広
く
も
っ

て
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
花

園
町

岩
井
秀
夫
）

中
国
の
躍
進

　
３
月
９
日
、
朝
日
新
聞
第
一
面

ト
ッ
プ
は
官
僚
の
汚
職
、
次
の
段

は
中
国
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
温
室

ガ
ス
ゼ
ロ
へ
加
速
。
日
本
が
地
を

這
う
よ
う
な
状
態
で
あ
る
の
に

対
し
て
中
国
は
天
駆
け
る
勢

い
。
中
国
は
世
界
で
唯
一
経
済
が

成
長
し
て
い
る
と
言
う
の
だ
。

　
中
国
は
社
会
主
義
で
、
計
画
経

済
の
国
だ
が
、
そ
の
優
位
性
を
世

界
に
示
し
て
い
る
形
だ
。
下
の
欄

の
本
の
広
告
を
見
る
と
、
冷
徹
に

派
遣
を
狙
う
中
華
帝
国
の
実

態
、
ア
メ
リ
カ
騒
乱
に
動
揺
し
な

が
ら
も
中
国
の
世
界
支
配
は
進

む
。
書
い
て
い
る
の
は
副
島
隆

彦
。
世
界
は
ア
メ
リ
カ
の
世
界
か

ら
中
国
の
世
界
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
と
い
う
こ
と
は
世
界
の
社
会

主
義
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
う

こ
と
で
も
あ
る
。
中
国
の
発
展
が

社
会
主
義
の
優
位
性
を
世
界
に

示
し
て
い
る
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
競

争
経
済
の
資
本
主
義
経
済
社
会

か
ら
計
画
経
済
社
会
へ
と
脱
皮

し
つ
つ
あ
る
わ
け
だ
。
中
国
が
そ

の
道
程
を
照
ら
し
て
い
る
。
も
は

や
、
米
国
が
逆
立
ち
を
し
て
も
中

国
に
は
及
ば
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
は
５
千
万
人
と
言

う
大
量
失
業
者
を
抱
え
て
七
転

八
倒
し
て
い
る
。
経
済
成
長
は
も

ち
ろ
ん
停
止
し
て
い
る
。
世
界
は

着
実
に
社
会
主
義
に
向
か
っ
て

突
き
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
如
実

に
示
し
て
い
る
の
が
中
国
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
世
界
の
動
き
、

新
し
い
世
界
の
台
頭
を
新
聞
は

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
千
葉
市
　
藤
本
　
豊
）

入
れ
墨
対
策

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
数
か
月

余
り
に
迫
っ
て
い
る
が
会
長
交

代
や
失
言
者
な
ど
が
あ
り
コ
ロ

ナ
の
対
策
も
完
全
で
な
く
不
安

定
だ
が
入
れ
墨
を
し
た
外
国
選

手
が
来
日
す
る
と
ど
の
様
に
取

り
扱
う
か
疑
問
に
思
う
が
日
本

人
が
駄
目
な
ら
外
国
人
も
同
じ

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
入
れ
墨
は
ヤ
ク
ザ

な
ど
特
別
な
人
間
が
や
っ
て
お

り
温
泉
な
ど
で
は
入
浴
禁
止
の

注
意
書
き
が
あ
る
。

　
外
国
で
は
問
題
な
い
が
日
本

で
は
子
供
達
に
与
え
る
影
響
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
し
入
れ
墨

を
理
解
し
て
く
れ
る
人
は
殆
ど

い
な
い
。
泥
棒
捕
ま
え
て
な
わ
を

な
う
こ
と
は
止
め
来
日
す
る
入

れ
墨
外
国
選
手
を
ど
の
様
に
扱

う
こ
と
を
決
め
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
シ
ャ
ツ
を
着
せ

る
か
テ
ー
プ
を
は
る
こ
と
を
義

務
付
け
た
ら
如
何
だ
ろ
う
。
時
代

の
流
れ
を
考
え
入
れ
墨
を
Ｏ
Ｋ

と
し
た
ら
問
題
は
解
決
す
る
。
医

学
が
進
ん
で
い
る
の
に
な
ぜ
入

れ
墨
が
消
せ
な
い
の
か
と
疑
問

に
思
っ
て
い
る
。
（
花
園
町

岩

井
秀
夫
）

貸
借
対
照
表
　

国
の
借
金
は
１
千
兆
円
を
超

え
て
い
る
が
、
貸
借
対
照
表
で
示

す
と
貸
し
方
に
１
千
兆
円
の
借

金
と
書
き
、
借
方
に
１
千
兆
円
の

現
金
と
書
く
。
国
は
手
に
入
れ
た

現
金
で
公
共
投
資
し
て
国
民
に

現
金
が
入
る
。
政
治
家
や
国
家
公

務
員
に
も
給
料
を
払
う
。
財
務
省

は
国
の
予
算
が
国
債
発
行
の
借

金
で
あ
り
、
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ

に
も
な
ら
な
い
と
認
め
て
い
る

の
に
、
公
共
投
資
を
す
れ
ば
財
政

破
綻
と
主
張
す
る
。

　
借
金
否
定
の
共
産
主
義
な
の

で
経
済
成
長
が
止
ま
る
。
安
倍
前

首
相
は
消
費
税
で
収
奪
し
た
現

金
を
大
企
業
の
法
人
税
減
税
に

使
い
、
内
部
留
保
金
が
５
百
兆
円

も
溜
ま
っ
た
。
株
主
は
外
資
と
大

企
業
の
持
ち
合
い
で
、
個
人
株
主

は
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
大
企

業
が
５
倍
に
増
や
し
た
配
当
金

は
外
資
と
持
ち
合
い
の
大
企
業

に
行
く
。
デ
フ
レ
が
続
く
の
で
大

企
業
は
正
規
社
員
を
非
正
規
社

員
に
し
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
も
し
な

い　
経
団
連
の
榊
原
前
会
長（
東
レ

会
長
）は
１
千
兆
円
の
国
の
借
金

を
消
費
増
税
で
返
却
せ
よ
と
主

張
。
だ
か
ら
政
府
は
国
を
守
る
国

防
費
を
増
や
さ
な
い
。
東
大
卒
片

山
さ
つ
き
議
員
は
自
衛
隊
員
を

減
ら
し
た
。憲
法
９
条
が
あ
っ
て

財
政
法
を
作
っ
た
と
財
務
省
東

大
卒
の
文
書
課
長
は
述
べ
る
。国

防
費
は
５
兆
円
で
ソ
連
で
さ
え

廃
止
し
た
共
産
主
義
真
髄
の
男

女
共
同
参
画
法
の
費
用
は
１ ０
兆

円
も
あ
る
。

　
尖
閣
列
島
を
日
本
領
と
す
る

地
図
を
中
国
は
発
行
し
て
い
た

が
、近
海
に
石
油
が
埋
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
す
る
と
地
図

を
廃
棄
し
自
国
領
土
と
言
い
出

し
た
。尖
閣
は
中
国
の
軍
艦
が
囲

い
込
み
、
政
府
は
沖
縄
漁
民
に
漁

を
す
る
な
と
言
う
。
沖
縄
の
役
人

は
正
月
、
北
京
に
向
か
っ
て
参
拝

九
拝
す
る
。
習
近
平
主
席
を
国
賓

と
し
て
招
く
の
が
政
府
。
財
政
法

４
条
５
条
は
国
家
予
算
を
税
金

と
決
め
、
国
債
発
行
を
否
定
す

る
。

　
世
界
各
国
で
国
債
を
発
行
し

な
い
国
は
な
い
。軍
隊
の
な
い
国

も
な
い
。
憲
法
９
条
を
押
し
付
け

た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
を
国

家
と
し
て
認
め
ず
、
隷
属
さ
せ
東

大
な
ど
に
共
産
主
義
者
を
入
れ

て
経
済
を
破
壊
し
た
。
日
本
は
国

債
を
発
行
し
て
大
東
亜
戦
争
（
米

は
太
平
洋
戦
争
）
を
戦
っ
た
。
戦

後
は
物
価
が
年
間
５
倍
程
度
の

イ
ン
フ
レ
で
あ
っ
た
。民
主
党
野

田
佳
彦
前
々
首
相
は
戦
後
ハ
イ

パ
ー
イ
ン
フ
レ
に
な
っ
た
と
言

う
。

　
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
と
は
年

間
１
３
０
倍
に
物
価
が
上
が
る

事
。野
田
首
相
は
１
千
兆
円
の
国

の
借
金
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２

.２
倍

も
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
は
１ １

.７
倍

だ
か
ら
日
本
は
最
低
の
国
で
あ

る
と
発
言
。
ギ
リ
シ
ャ
は
破
綻
し

た
が
、
日
本
は
破
綻
し
て
い
な

い
。
日
本
が
経
常
黒
字
を
５ ０
年
以

上
続
け
て
い
て
、
世
界
一
の
金
持

ち
の
国
だ
か
ら
１
ド
ル
３
６
０

円
が
１
０
５
円
の
円
高
。
円
が
信

認
さ
れ
な
い
の
な
ら
１
ド
ル
１

千
円
に
な
る
。

　
円
は
基
軸
通
貨
に
な
れ
る
の

に
、
９
条
で
軍
隊
が
な
い
の
で
世

界
通
貨
に
な
れ
な
い
。
資
本
主
義

経
済
は
借
金
に
よ
っ
て
経
済
成

長
す
る
の
に
借
金
を
否
定
さ
れ

た
日
本
は
共
産
主
義
国
家
で
あ

る
。
中
国
は
南
シ
ナ
海
埋
め
立

て
、
一
帯
一
路
の
公
共
工
事
で
３ ０

年
間
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
即
ち
人
民
の
所

得
を
２ ０
倍
に
伸
ば
し
た
。
核
保
有

国
な
の
で
人
民
元
は
世
界
通
貨

に
な
れ
る
。
中
国
は
共
産
党
独
裁

で
あ
り
右
翼
国
家
で
あ
る
。
（
穴

川
入
野
守
雄
）

一
時
支
援
金
申
請

　
飲
食
店
へ
の
休
業
要
請
や
緊

急
事
態
宣
言
の
影
響
で
今
年
１

月
か
ら
３
月
の
売
上
が
半
減
し

た
中
小
企
業
、
個
人
事
業
主
に
支

払
わ
れ
る
一
時
支
援
金
。
昨
年
の

持
続
化
給
付
金
で
は
、
実
際
に
は

事
業
を
行
っ
て
い
な
い
者
が
、
書

類
を
偽
造
し
給
付
金
を
だ
ま
し

取
る
詐
欺
が
横
行
し
た
こ
と
を

受
け
防
止
対
策
を
講
じ
た
よ
う

だ
。
今
回
は
申
請
す
る
前
に
登
録

確
認
機
関
に
よ
る
事
前
確
認
が

必
須
で
、
必
要
資
料
を
用
意
し
商

工
会
や
税
理
士
事
務
所
な
ど
に

予
約
を
取
り
事
前
確
認
を
受
け

る
と
い
う
も
の
。
一
時
支
援
金
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
本
当

に
事
業
を
継
続
し
て
き
た
の
か

な
ど
、
確
定
申
告
書
の
控
え
や
売

り
上
げ
台
帳
、
通
帳
な
ど
、
証
拠

書
類
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら

確
認
す
る
そ
う
だ
。

　
こ
の
事
前
確
認
を
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
、
申
請
に
進
む
こ
と
が

で
き
な
い
仕
組
み
で
あ
り
持
続

化
給
付
金
と
比
べ
、
給
付
額
は
最

高
６ ０
万
円
、
個
人
事
業
主
は
最
高

３ ０
万
円
と
低
い
上
に
手
間
暇
や

時
間
が
か
か
る
た
め
、
あ
き
ら
め

る
人
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。

　
ち
な
み
に
登
録
確
認
機
関
で

あ
る
商
工
会
な
ど
各
機
関
の
会

員
に
な
っ
て
い
る
場
合
や
契
約

し
て
い
る
税
理
士
等
が
い
れ

ば
、
帳
簿
書
類
等
の
確
認
が
省
略

で
き
、
電
話
で
の
質
疑
応
答
の
み

で
の
対
応
が
可
能
と
の
こ
と
だ

が
、
当
店
の
よ
う
な
個
人
事
業
主

で
所
属
機
関
も
な
く
契
約
税
理

士
も
い
な
い
と
か
な
り
面
倒
だ
。

　
気
に
な
っ
た
の
が
事
前
確
認

の
費
用
。
無
料
に
な
る
の
は
商
工

会
や
一
部
の
税
理
士
事
務
所
な

ど
登
録
確
認
機
関
だ
け
で
、
そ
れ

以
外
で
は
５
千
円
～
数
万
円
程

度
の
費
用
が
か
か
る
。
調
べ
て
み

る
と
５
万
円
と
い
う
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。
詐
欺
事
件
を
防
ぐ
た
め

に
は
手
順
を
複
雑
化
す
る
し
か

な
い
の
だ
ろ
う
が
、
規
模
の
小
さ

い
事
業
主
に
は
ハ
―
ド
ル
が
高

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ

た
。
（
中
央
区
　
個
人
店
の
主
）
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【
ク
イ
ズ
の
応
募
方
法
】
　

　
左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

の
順
に
文
字
を
並
べ
る
と
言
葉

に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
言
葉
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の

質
問
内
容
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
。〒
２
６
３
‐
０
０
４

３
稲
毛
区
小
仲
台
２
～
５
～
２

～
１
０
０
１
「
稲
毛
新
聞
ク
イ

ズ
係
」宛
。な
お
、応
募
は
メ
ー

ル
で
も
受
付
Ｏ
Ｋ
で
す
。

※
今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
テ

ー
マ

「
あ

な
た

の

好
き
な
お
茶
う
け

」

　

み
な
さ
ん
は
お
茶
や
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
み
な
が
ら
お
茶
う
け
に

何
を
召
し
上
が
り
ま
す
か
？

　
定
番
か
ら
珍
し
い
逸
品
ま

で
、テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
お
す
す

め
の
食
べ
物
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
締
切
・
令
和

3年
４

月

20日
（
当
日
消
印
有

効
）

今
月
の
賞
金
・
賞
品

☆
一
等
賞
＝
１
万
円（

1名
）

☆
二
等
賞
＝

5千
円（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん（
５
名
様
）

☆
図
書
カ
ー
ド（

3名
様
）　

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
＝
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
滑
走
券（

5組
）

　

3月
号
の
当
選
者

　

3月
号
の
答
え
は
サ
ク
ラ

ノ
ツ
ボ
ミ
で
し
た
。抽
選
の
結

果
次
の
方
が
当
選
し
ま
し
た
。

【
敬
称
略
】

☆
一
等
賞
・

1万
円
＝
森
田
一

雄（
小
仲
台
）

☆
二
等
賞
・
５
千
円
＝
大
な
ぎ

眞
理
子
（
加
曾
利
）大
原
奈
津

江（
小
中
台
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
・
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん
＝
広
瀬
幹
生

（
稲
毛
東
）志
村
幸
江
（
幕
張
）

宮
崎
五
六
子
・
上
林
昭
一
（
磯

辺
）本
間
京
子（
あ
や
め
台
）

☆
図
書
カ
ー
ド
賞
・
千
円
の
図

書
カ
ー
ド
＝
鈴
木
隆
（
高
洲
）

山
浦
瑞
穂
（
花
見
川
）山
本
信

夫（
天
台
）

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
ち
ば
賞
・
ペ

ア
滑
走
券
＝
住
村
直
希
・
北
村

け
い
子（
高
浜
）宇
都
俊
一（
み

つ
わ
台
）播
摩
公
一（
打
瀬
）佐

久
間
亮（
東
千
葉
）。

　
以
上
。

読読
者者
のの
声声

あなたの好きなお茶うけ

今月のアンケート・テーマ

→ヨコのカギ

②銀行

④花や草が生えている原っぱ。

⑥缶詰のまぐろ。

⑧東風。ひらがなで読んで下さい。

⑨湿気が多い。

⑩食材を切る時使う。

⑪春夏秋冬。

⑬集まっている人が別れる。

↓タテのカギ

①椎茸、まつたけ、なめこ。

②ローズ。

③足にはくもの。

⑤運動会で頭にまくもの。

⑦暑い季節

⑨戦がなくおだやかなこと。

⑪海が荒れること。

⑫かまどの内側に貼り付けて焼くインドなどの平焼きパン。


